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会社概要
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会社概要

ナレッジオンデマンド株式会社

所在地
東京都千代田区大手町1-9-2
大手町フィナンシャルシティ
グランキューブ3F

設立
2005年8月15日

資本金
1億1,982万円
(資本準備金含む)

加盟団体
・DITAコンソーシアムジャパン

会員
・一般財団法人テクニカル

コミュニケーター協会会員
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私たちのミッション

ものづくりを支える
ドキュメンテーションの

DXを探求する

使用説明書
取扱説明書

サービスマニュアル

技術仕様書 業務マニュアル
社内文書
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弊社ソリューション



© Knowledge onDemand5

• 複数ツールによる作業をひとつのアプリケーション上に統一することで、中間作業（バケツリレー）を削減。

• 流用部分が3〜5割と言われる製造業マニュアルの資産化と再利用で属人的な執筆作業を排除。
• 翻訳管理機能、レイアウト作業の自動化で時間短縮。スマホ / タブレット / PC へのコンテンツ配信も可能。



中間作業の削減と自動化

• 翻訳管理機能
• CATツールとの連携

レイアウト多言語翻訳

チームドキュメンテーション
情報資産を共有し再利用しながら

チームで編集することで
コンテンツ品質と生産性を向上

中間作業の削減と自動化
ドキュメント出力までのプロセスを
自動化・半自動化することによって

リードタイムとコストを圧縮

マルチアウトプット
1ソースから様々なフォーマットで公開

Word・PDF・HTMLエクスポート
スマホ / タブレット / PC で配信

共同執筆
コンテンツ一元管理

WikiWorks1つで執筆から翻訳・レイアウト、公開までを完結させることが可能です。
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公開エクスポート
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再利用・共同作業
中間作業削減の効果
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再利用機能

WikiWorksでは、
共通部分を「部品」として管理し、
複数ドキュメントにおいて
「参照」することで
制作・改訂の工程を効率化します。

• 共通部分の版管理・改訂の一元化
• 過去の内容を流用した執筆
• コピー＆ペースト作業の削減
• 手入力ミスの回避
• 品質の担保

A
共通部品

（3〜5割）

新規執筆部分A

B
共通部品

（3〜5割）

新規執筆部分B

COMMON

共通部品
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再利用率は平均で約31%向上

属人的手法で共通部分を管理していた導入前に比べ、
WikiWorks導入後の再利用率は平均で31.25％向上しています。

20%

35%

25%

45%

5%

5%

0%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

導入前

導入後

A社 (射出器)
ドキュメント種類: 修理マニュアル

B社 (医療機器)
ドキュメント種類:取扱説明書

C社 (工作機械)
ドキュメント種類: 取扱説明書

D社 (IT)
ドキュメント種類: 取扱説明書

出典：弊社調査
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データの一元化と中間作業削減がもたらす効果

出典：ボストンコンサルティンググループ

ウォーターフォール型の作業／
データのバケツリレー

アジャイル型のチーム作業／
データ一元化
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データの一元化と中間作業削減がもたらす効果

出典：ボストンコンサルティンググループ

Fの待ち時間
10日

計画外の手戻りで
合計60%遅延

計12時間

Fの待ち時間
6日

計9時間

担当者4名担当者6名

計画外の手戻りで
20%遅延

待ち時間
40％減少

手戻り率
40％減少

作業時間
25％減少

対応人数
2名削減

ウォーターフォール型の作業／
データのバケツリレー

アジャイル型のチーム作業／
データ一元化
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生成系AI×WikiWorksが
目指す世界



© Knowledge onDemand13

WikiWorks内のドキュメントをAIに活用

WikiWorksで管理するドキュメントは自動的
に構造化されます。

AIに渡すためのデータ前処理工程を
簡略化することが可能です。

• (preface)
• 1章

• 1-1節
• 1-1-1項

• 1-2節
• (appendix)
• (imprint)

仕様書・設計書
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WikiWorks内のドキュメントをAIに活用

構造化されたWikiWorksデータをRAGまたは
ファインチューニングで利用します。

人間による執筆体制から
AIによるドキュメント半自動制作へ
シフトすることができます。

• 1章
• 1-1節

• 1-1-1項
• 1-2節

仕様書・設計書

• (preface)
• 1章

• 1-1節
• 1-1-1項

• 1-2節
• (appendix)
• (imprint)

取説・マニュアル

AI



© Knowledge onDemand15

マニュアル制作の新プロセス

WIkiWorksに
生成系AIの強みを加え
制作工数をさらに削減

• 部品を生成 or 検索可能に
• 新規執筆パートを自動生成

• 共同執筆・中間作業削減
• 部品（コンテンツ資産）作成・再利用

AI

AIによる文章校正

ライターによるタッチアップ

完成
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自社研究・PoC
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生成系AIの技術を活用した
ドキュメント制作効率化の

PoCサービス

マニュアル制作支援
• 設計情報とベースマニュアルから

マニュアルスケルトンを自動生成
• コンテンツ資産（部品）を生成

技術サポートセンター
• 操作手順や機能についての質疑応答
• サポート担当者のためのFAQ集を生成

製品開発支援
• 複雑なプロセスを経て算出する見積を生成
• 製品の強度計算を半自動生成

PoC実施中

社内検証中

検討中
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マニュアル制作支援
マニュアルスケルトンを生成させ、それに編集・追記するだけでマニュアルを完成
回答根拠を付与させることで、ライターは必要最小限の文書を参照して修正できる

LLMを用いたマニュアルスケルトン生成フロー

情報を元にスケルトン生成

1章：作業環境の確認事項
…

2章：作業前の確認事項
…

3章：火災の危険性
…

マニュアルスケルトン

出力

LLM
クエリと関連する

情報

製品Xの設計書
材料スペック等

抽出

入
力

部品番号Xの
保守マニュアルを作成しなさい

参照

LLM
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技術サポートセンター：操作マニュアルに関する質問応答システム
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製品の操作方法や機能について自然言語で質問すると
質問に対する「回答」や「回答の根拠記述が存在する章タイトル」を出力

処理フロー (RAG)

レトリーバ

LLM
最下位見出し
本文の埋め込み

候補本文 要約生成

LLM

質問

• 要約
• 関連見出し名

回答

マニュアル 見出しを選択すると
原文が出力されるようにするLevel 1

 Level 2.1
  Level 2.1.1

  Level 2.1.2
 Level 2.2
  Level 2.2.1
  Level 2.2.2

Ex)
Page_content = “WikiWorksにログインするには…”
Metadata = {‘title’:’WikiWorksへのログイン’,
   ‘headding1’:’基本操作’
   ‘headding2’:’ログイン/ログアウトとユーザー情報の設定’}

マニュアル
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製品開発支援
ヒトがAIに指示してAIが、

スペック（設計に必要な情報）内記述の抽出と
設計ツールの検索と実行を行う

LLM

スペック 設計ツール

指示出し LLM
スペックと

設計ツールの候補
情報とツールの特定

Output

■他の応用例
• 不適合品処理、発注書、請求書、見積書、

FEM中間ファイル作成 etc.

■利用可能なツール例
• Google検索、wikipedia、arxiv
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生成系AIの効果検証範囲

部署 支援対象 必要データ 効果

全部署 人材教育
1. 製品仕様書
2. カタログ
3. 従来の教育マニュアル

• 新人教育用のオンデマンド回答環境の提供
• 教育プログラムを自動作成

設計 不適合品処理 1. 部品表
2. 計算書 • 不適合品の処理を半自動化生成

設計 各種マニュアルの
対話型アプリ

1. 取扱説明書
2. サービスマニュアル • マニュアルスケルトンを生成、時間短縮・品質担保

営業 見積書
1. 過去実績
2. 原価表
3. 利益目標

• 必要データから回帰モデルを作成して見積り

調達 部品/素材見積書 1. 部品表
2. 担当者のノウハウ • 完成部品サイズに対し必要な素材寸法の知識をデータ化

検証代行の対応範囲
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RAGとファインチューニング

RAGのメリット RAGのデメリット

情報の鮮度が高い
データベースから情報を取得するため、
製品の最新仕様が反映される。

仕組みの実装を伴う
データベースとの連携や
情報検索の仕組みを構築する必要がある。

回答精度が高い
当該製品情報を外部情報として利用するため、
モデル単独では難しい詳細な回答が可能。

レスポンス時間
情報検索を行うため、応答生成に時間を
要することがある。

特化した専門性に柔軟
専門性高い情報でもデータベースに登録すれ
ば正しく応答してくれる。

⇒ハルシネーション低下

データの質依存
データベースの内容の信頼性に依存するため、
不正確な情報を取得するリスクもある。

現時点では、製造業ドキュメントにおいてはRAGがより高精度と思われる
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AI校正機能



編集画面で更生したい文書を洗濯すると、
校正機能のポップアップが表示しまs。
部署ごとに登録した表記ゆれ辞書登録もできます。
ご要望に応じて機能拡張も可能です！
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WikiWorks × AI文章校正
WikiWorksの編集画面上で入力した文章をワンクリックで校正します。

Confluenceでもご利用可能です。

社内検証中_校正機能イメージ

校正する 改善する
A
B
C
制作1課
制作2課

辞書: A ▼
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WikiWorks × AI文章校正
WikiWorksの編集画面上で入力した文章をワンクリックで校正します。

Confluenceでもご利用可能です。

社内検証中_校正機能イメージ

編集画面で更生したい文書を洗濯すると、
校正機能のポップアップが表示しまs。
部署ごとに登録した表記ゆれ辞書登録もできます。
ご要望に応じて機能拡張も可能です！

編集画面で校正したい文書を選択すると、
校正機能のポップアップが表示しまされます。
部署ごとに登録した表記ゆれの辞書を登録できます。

校正結果

破棄 下に挿入 置換
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10/25(金)15:00~ セミナー開催
ここまでできる！

技術情報における生成AI活用の基礎と応用
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ここまでできる！技術情報における生成AI活用の基礎と応用

井上舜平
（株式会社Franca AI）

「技術情報を自動生成する革新：WikiWorks PoC紹介」
製品マニュアルとFAQの自動生成に焦点を当て、実際の事例を基に成功と課題を
包み隠さずご紹介します。
弊社とともに生成AIの効果検証を行っていただけるPoCもご紹介します。
業務効率化やサポート品質向上に関心のある方に最適なセミナーです。

井上健
（ナレッジオンデマンド株式会社）

「いまからでも遅くない！生成AIの基礎と可能性を学ぶ」
AIベンチャー「シナモンAI」でリードエンジニアとして活躍した井上氏が登壇。
AI初心者にも分かりやすく、AIの歴史における生成系AIの位置付けを
本質的に解説。AIの基礎を理解できます。
さらに、井上氏が開発中の「FrancaAI」プラットフォームを用いて、AI時代の企
画書作成やビジネスプランニングの実践的な手法を具体的にご紹介します。
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申し込みをお待ちしております

開催日時 2024年10月25日(金)
15:00～16:20

開催方法 オンライン配信(Microsoft Teams)

参加方法 事前登録制

参加費 無料

主催 ナレッジオンデマンド株式会社

ここまでできる！技術情報における
生成AI活用の基礎と応用セミナー

https://kodnet.co.jp/20241025-seminar/
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YouTubeで公開中
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YouTubeで「WikiWorks」を検索

新機能を随時公開しています

https://youtube.com/@wikiworks5285?si=DREYcQtLDR6udWkn
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ものづくり太郎氏による「WikiWorks」紹介動画

製造業系YouTuberものづくり太郎氏が「WikiWorks」を紹介しています。
「ものづくり太郎 WikiWorks」で検索。

https://youtu.be/aSx5T-DTiMI?si=zLkJ6NqMGXvuc8PT


お電話でのお問い合わせ

03-6378-1088
平日10:00〜18:00

メールでのお問い合わせ

会社名・氏名・メールアドレス・電話番号をご記入の上
お問い合わせください

info@kodnet.co.jp

https://kodnet.co.jp/

「WikiWorks」「INNOVEXA」に関するご質問は
下記までお気軽にお問合せください。

お問い合わせ
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